
−   −1

平成27年10月31日　発行

2015
VOL.36910-31

■商工会法施行55周年記念　商工会広島県大会開催　今やろう、未来のために　―共に歩もう発展への道―
　●商工会法施行55周年記念  決意表明　●商工会法施行55周年記念  被表彰者名簿
■【国からのお知らせ】 １２月１日～７日は「国家公務員倫理週間」です！
■始まります！マイナンバー制度
■地域の宝となる会社をつくってみませんか！　～平成26年度創業塾受講生は今…～
　　●㈱フィッツ　代表取締役　原井佳雄 氏　●zono kitchen ～魚ときどき肉～　代表　原薗和也 氏
■頑張る企業を応援します！　～小規模事業者持続化補助金活用事例～
　　●㈲いづみ旅館　●㈱アイ・デジット
■県青連主張発表大会　～それぞれに抱える熱い想いを披露～
■県女性連原爆の子の像に千羽鶴を捧げる事業　～千羽鶴に平和への願いを込めて～
■県女性連親善ビーチボールバレー広島県大会　～女性たちの熱い戦いが今年も開幕～
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
十
月

三
十
一
日
、
広
島
市
中
区
中
島
町
の
広
島

国
際
会
議
場
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
に
て
、『
商
工

会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
商
工
会
広
島

県
大
会
』
を
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
国
経
済
産
業
局
、
広
島

県
、
広
島
県
議
会
を
は
じ
め
、
広
島
県
町

村
会
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
会
地

域
活
性
化
議
員
連
盟
の
各
関
係
機
関
の
代

表
者
多
数
を
来
賓
に
迎
え
、
県
内
商
工
会

の
関
係
者
ら
約
五
百
六
十
名
が
集
い
ま
し

た
。

　

商
工
会
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
商
工
会

法
施
行
以
来
、
五
十
五
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
小
規
模
事
業
者
等
の
振
興
発
展
な
ら

び
に
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
そ
の
大
半
が
商

工
会
地
域
で
あ
る
中
山
間
地
に
お
い
て
、

過
疎
化
・
高
齢
化
が
大
幅
に
進
み
、
地
域

の
衰
退
、
疲
弊
は
甚
だ
し
く
、
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
都
市
部
に

お
い
て
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
郊

外
へ
の
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
閉
じ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

商
店
や
、
明
か
り
の
消
え
た
中
心
市
街
地

の
多
発
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
不
安
要

素
は
絶
え
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨
年
『
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
』
が
成
立
・
施
行
さ
れ
、

併
せ
て
『
小
規
模
支
援
法
』
の
改
正
に
よ

り
、
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
あ
て
た
施

策
が
拡
充
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
改

正
に
よ
り
、
商
工
会
が
総
力
を
挙
げ
て
小

規
模
事
業
者
を
応
援
し
て
い
く
た
め
の

『
経
営
発
達
支
援
計
画
』
の
策
定
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
一
層
、
高
い

経
営
支
援
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
こ
こ
に
商
工
会
法
施
行

五
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、『
今

や
ろ
う
、
未
来
の
た
め
に
―
共
に
歩
も
う

発
展
へ
の
道
―
』
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
改
善
普
及
事
業

等
の
功
労
者
を
称
え
る
と
と
も
に
、
青
年

部
・
女
性
部
を
含
め
た
県
内
二
万
七
千
会

員
の
総
力
と
英
知
を
集
結
し
て
、
そ
の
代

表
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
の
維
持
・
発
展

を
誓
う
と
と
も
に
、
更
な
る
飛
躍
を
果
た

す
べ
く
、
決
意
を
表
明
す
る
目
的
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
次
代
に
向
け
た
決
意
表

明
の
の
ち
、
商
工
会
組
織
の
運
営
強
化
や
、

経
営
改
善
普
及
事
業
な
ど
の
功
労
者
を
称

え
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
い
、
第
二
部

で
は
、
自
身
も
松
下
政
経
塾
の
十
二
期
生

と
し
て
入
塾
、
現
松
下
政
経
塾
政
経
研
究

所
所
長
と
し
て
、
松
下
幸
之
助
の
経
営
理

念
と
人
づ
く
り
の
研
究
を
推
進
す
る
金
子

一
也
氏
の
記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
熊
高
一
雄
会
長
は
、

五
十
五
年
前
の
『
商
工
会
法
』
制
定
に
向

け
て
の
法
案
審
議
最
中
に
、
当
時
の
中
小

企
業
庁
長
官
が
、「
小
規
模
事
業
者
に
対

し
て
は
、
相
談
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
現

場
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
、
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、「
私

ど
も
商
工
会
の
使
命
は
、
ま
さ
し
く
、
こ

の
『
巡
回
訪
問
に
よ
る
伴
走
型
支
援
』
の

徹
底
で
あ
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業
に
対

し
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
絶
え
間
な
く

実
施
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
」
と
、
改
め

て
巡
回
訪
問
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
に
伴
う

商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念

商
工
会

広
島
県
大
会
開
催

今
や
ろ
う
、未
来
の
た
め
に

―

共
に
歩
も
う
発
展
へ
の
道―

 

【
第
一
部　

記
念
式
典
】
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会
員
満
足
度
の
向
上
に
向
け
て
の
意
識
を

高
め
る
呼
び
か
け
を
し
、『
あ
な
た
に
と

こ
と
ん
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
『
事
業
者
に

寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
』
を
、
組
織
を

挙
げ
て
推
し
進
め
、
地
域
の
事
業
者
や
住

民
に
と
っ
て
『
真
に
頼
り
と
な
る
商
工
会
』

と
な
る
べ
く
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出

す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

井
上
文
江
会
長
は
、
満
場
の
参
加
者
に
向

け
て
、
商
工
会
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
う
決

意
表
明
文
を
朗
読
。
一
言
一
句
丁
寧
に
、

感
情
を
込
め
て
読
み
あ
げ
る
井
上
会
長
の

決
意
表
明
に
、
場
内
は
万
雷
の
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
畑
野
浩
朗

局
長
、
中
下
善
昭
広
島
県
副
知
事
、
広
島

県
議
会
議
長
代
理
・
商
工
会
地
域
活
性
化

議
員
連
盟
冨
永
健
三
会
長
の
三
氏
よ
り
、

来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

三
氏
と
も
、
昨
年
の
『
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
』
の
成
立
に
触
れ
ら
れ
、
小
規

模
事
業
者
の
発
展
と
、
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
、
商
工
会
の
役
割
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
更
な
る
結
束

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
表
彰
式
で
は
、『
中
国
経
済
産
業

局
表
彰
』『
広
島
県
知
事
表
彰
』『
広
島
県

商
工
会
連
合
会
長
表
彰
』
の
各
部
門
（
中

国
経
済
産
業
局
表
彰
及
び
広
島
県
知
事
表

彰
は
、
優
良
商
工
会
・
役
員
功
労
者
・
優

良
常
勤
役
職
員
。
広
島
県
商
工
会
連
合
会

長
表
彰
は
、
優
良
商
工
会
・
役
員
功
労

者
・
優
良
商
工
会
青
年
部
・
優
良
商
工
会

女
性
部
・
青
年
部
功
労
者
・
女
性
部
功
労

者
・
優
良
常
勤
役
職
員
）
の
表
彰
式
が
あ

り
、
畑
野
中
国
経
済
産
業
局
長
、
中
下
広

島
県
副
知
事
、
熊
高
広
島
県
商
工
会
連
合

会
会
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
代
表
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た

の
は
、
世
羅
町
商
工
会
の
坂
東
辰
男
会
長
。

表
彰
状
の
授
与
・
伝
達
を
し
て
頂
い
た
畑

野
局
長
・
中
下
副
知
事
・
熊
高
会
長
を
前

に
登
壇
し
た
坂
東
会
長
は
、「
こ
れ
を
契

機
に
健
康
に
留
意
し
、
さ
ら
に
研
鑽
に
励

み
、
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
小
規
模
事
業
者

ひ
い
て
は
地
域
の
振
興
発
展
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
」
と
、
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　　

大
会
第
一
部
は
、「
我
々
の
生
活
の
場

で
あ
る
地
方
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
は
、

商
工
会
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、“
誇
り
”

と
“
活
力
”
を
取
り
戻
す
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
、
今
こ
そ
県
内
二
万
七
千

会
員
の
英
知
を
集
結
し
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
発

声
し
た
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

の
越
智
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
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第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、『
松
下
幸

之
助
の
ひ
と
づ
く
り
』
と
題
し
て
、
自
身

も
松
下
政
経
塾
の
十
二
期
生
と
し
て
入
塾
、

指
導
者
と
な
る
た
め
の
研
究
・
実
践
活
動

を
行
わ
れ
、
所
長
と
な
っ
た
現
在
も
幅
広

い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
松
下
政
経
塾
政

経
研
究
所
所
長
、
金
子
一
也
氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
か
ら
笑
い
を
交
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な

話
術
で
、
聴
衆
の
興
味
を
ひ
い
た
金
子
氏
。

本
出
版
の
た
め
の
講
演
を
行
っ
た
初
め
て

の
場
所
が
、
偶
然
に
も
広
島
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
親
近
感
を
も
っ
て
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
で
出
さ
れ
る
松
下

幸
之
助
氏
の
講
話
を
元
に
、
理
想
の
社
会

を
現
実
に
す
る
た
め
の
経
営
者
の
姿
勢
や

志
し
を
、
堅
苦
し
く
な
い
言
葉
で
話
さ
れ
、

そ
の
中
で
、
常
々
松
下
氏
が
仰
っ
て
い
た
、

「
日
本
の
た
め
に
…
」「
日
本
を
明
る
く
し

た
い
」
と
い
う
発
言
を
紹
介
。
生
前
、
国

家
と
国
民
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
松
下
氏

が
、「
全
て
は
、“
お
国
の
た
め
に
”
我
が

事
業
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

日
本
を
よ
く
す
る
こ
と
が
、
事
業
発
展
へ

の
道
だ
と
諭
さ
れ
、
話
は
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

講
演
中
盤
で
は
、
広
島
出
身
の
塾
生
で

あ
る
恵
飛
須
圭
二
さ
ん
よ
り
、『
自
修
自

得
』
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。
塾
生

活
全
て
に
お
い
て
、「
定
型
的
に
決
ま
り

き
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
迷
う
こ
と
が

多
い
」
と
話
す
恵
飛
須
さ
ん
は
、
そ
の
状

況
の
中
で
自
分
自
身
の
答
え
を
出
し
て
い

く
こ
と
が
『
自
修
自
得
』
で
あ
る
こ
と
を

学
び
、
今
で
は
「
地
方
を
ま
ず
元
気
に
し

て
、
自
分
自
身
が
前
に
進
み
、
そ
し
て
自

分
の
考
え
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い

き
た
い
」
と
、
自
身
の
想
い
に
変
化
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
不
景
気
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
経
営

は
上
が
っ
て
い
く
」
と
い
う
松
下
氏
の
考

え
を
、
様
々
な
講
話
の
紹
介
の
上
で
講
義

し
た
金
子
氏
の
講
演
は
、
大
会
参
加
者
に

新
し
い
刺
激
と
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
は
昭
和
三
十
五
年
の
商
工
会
法

制
定
以
来
、
五
十
五
年
に
わ
た
り
、
一
貫

し
て
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者
の
振
興
発

展
な
ら
び
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
商
工
会
地
域

は
、
若
年
者
の
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
と

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
会
員
数

が
減
少
し
、
組
織
率
は
低
下
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
六
月
、
商
工
会

組
織
を
挙
げ
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
の
成
立
に

伴
い
、
従
来
の
中
小
企
業
基
本
法
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
成
長
発
展
」
の
み
な
ら
ず
、

「
事
業
の
持
続
的
発
展
」
が
位
置
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
地
域

経
済
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
に
も
焦
点

を
あ
て
た
施
策
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、「
小
規
模
支
援
法
」
の
改
正

に
よ
り
、
商
工
会
に
対
し
て
、
小
規
模
事

業
者
の
振
興
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
、
商
工

会
が
総
力
を
挙
げ
て
小
規
模
企
業
を
応
援

し
て
い
く
た
め
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
国
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
地
方
創
生
」
に

関
し
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え

る
最
後
の
砦
で
あ
る
商
工
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
、
本
年

を
「
小
規
模
企
業
振
興
元
年
」
と
位
置
づ

け
、「
会
員
満
足
度
の
向
上
」
を
最
重
点

項
目
と
し
、
会
員
の
経
営
課
題
解
決
に
全

力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
行
う
べ
く
、
全

商
工
会
が
、
経
営
発
達
支
援
計
画
を
策
定

し
、
国
の
認
定
を
受
け
る
べ
く
、
商
工

会
・
商
工
会
連
合
会
が
一
体
と
な
り
、
支

援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

　
「
今
や
ろ
う
、
未
来
の
た
め
に　

　
　

～
共
に
歩
も
う
発
展
へ
の
道
～
」

と
掲
げ
、「
商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年

記
念
商
工
会
広
島
県
大
会
」
を
開
催
し
、

経
営
改
善
普
及
事
業
等
の
功
労
者
を
称
え

る
と
と
も
に
、
青
年
部
・
女
性
部
を
含
め

た
県
内
二
万
七
千
会
員
の
総
力
と
英
知
を

集
結
し
、
地
域
の
維
持
・
発
展
を
誓
い
、

以
下
の
項
目
を
宣
言
す
る
。　

　
一
、
巡
回
訪
問
の
強
化
に
よ
る
会
員
満
足

度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

一
、
生
活
の
場
で
あ
る
地
方
の
創
生
を
図

り
ま
す
。

一
、
小
規
模
事
業
者
施
策
の
窓
口
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日

商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念

決

　意

　表

　明

 
【
第
二
部　

記
念
講
演
】
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【
中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

優
良
商
工
会　

世
羅
町
商
工
会

役
員
功
労
者
（
二
名
）

　

安
芸
高
田
市
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

熊　

高　

一　

雄

　

広
島
東
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

松　

島　

洋　

一

優
良
常
勤
役
職
員
（
五
名
）

　

祇
園
町
商
工
会　

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

宮　

田　

修　

次

　

呉
広
域
商
工
会　

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

久　

保　
　
　

眞

　

福
山
あ
し
な
商
工
会　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

柏　

原　

啓　

壯

　

安
古
市
町
商
工
会　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

児　

玉　

宏　

文

　

三
原
臨
空
商
工
会　

補
助
員

　
　
　
　
　
　

西　

木　

法　

子

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

優
良
商
工
会　

大
野
町
商
工
会

役
員
功
労
者
（
四
名
）

　

大
野
町
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

滝　

口　

義　

明

　

沼
隈
内
海
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

三　

谷　

省　

吾

　

安
芸
太
田
町
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

津　

田　
　
　

宏

ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

　

神
辺
町
商
工
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

三　

宅　

眞
一
郎

優
良
職
員
（
六
名
）

　

三
原
臨
空
商
工
会　

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

倉　

本　

雄　

司

　

北
広
島
町
商
工
会　

事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

宗　

廣　

洋　

二

　

備
北
商
工
会　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

藤　

井　

達　

司

　

安
芸
太
田
町
商
工
会　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

蛸　

瀬　

勇　

人

　

呉
広
域
商
工
会　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　

玖
波
井　

康　

弘

　

広
島
安
芸
商
工
会　

補
助
員

　
　
　
　
　
　

宮　

尾　

メ
イ
子

【
広
島
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

優
良
商
工
会
（
五
商
工
会
）

　

宮
島
町
商
工
会

　

安
芸
太
田
町
商
工
会

　

安
芸
津
町
商
工
会

　

大
崎
上
島
町
商
工
会

　

上
下
町
商
工
会

役
員
功
労
者　

　
　
　
　
　
　
　

三
百
三
十
四
名

優
良
商
工
会
青
年
部　

　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
商
工
会
青
年
部

優
良
商
工
会
女
性
部　

　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
商
工
会
女
性
部

青
年
部
功
労
者　
　
　
　

十
五
名

女
性
部
功
労
者　
　
　

二
十
一
名

優
良
常
勤
役
職
員　
　
　
　

百
名　

商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念

被
表
彰
者
名
簿

　国家公務員倫理審査会では、12月１日から７日までを「国家公務員倫理週間」に設定し、公務員倫理に関する各種啓
発活動を行うこととしています。皆様もこれを機に、「公務員倫理」をちょっと覗いてみませんか。
　企業の皆様と国家公務員が接触する際、国家公務員には一定のルール（倫理法・倫理規程）があります。契約の相手方、
許認可の申請者、立入検査を受ける者などの「利害関係者」との間で、例えば、金銭・物品の贈与や供応接待を受ける
ことなどが禁止されています。供応接待については禁止、と言っても、全面的に禁止されているわけではありません。
国家公務員が利害関係者と「割り勘で」又は「国家公務員が多く負担して」飲食することは可能です。しかし、利害関
係者の負担がわずかでも多ければ、国家公務員は供応接待を受けたこととなってしまいます。皆様の「ちょっとしたお
気遣い」が、結果として違反行為を招いてしまうこともあります。その他にも様々な禁止行為・行為規制があります。
　詳細は、国家公務員倫理審査会ウェブサイトをご参照下さい。http://www.jinji.go.jp/rinri/
　なお、国家公務員の倫理に反すると疑われる行為に気付かれた際には、「公務員倫理ホットライン」へご連絡ください。
◆公務員倫理ホットライン◆　【電話】 03-3581-5344　（土・日・祝日を除く、9:30 ～ 18:15）
　　　　　　　　　　　　　　【URL】http://www.jinji.go.jp/rinri/tuuho/tuuho.htm　
　　　　　　　　　　　　　　※通報された方々の氏名等は窓口限りにとどめられます。

国からのお知らせ 12月１日～７日は「国家公務員倫理週間」です！
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会
員
の
皆
様
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
・
法
人
番
号
の
通
知
は
あ
り
ま

し
た
か
？
平
成
二
十
八
年
一
月
に
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概

要
と
、
注
意
点
及
び
規
制
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

【
概
要
】

一
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番

号
）
の
通
知
・
利
用
開
始

　
　

今
年
の
十
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
の
一
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　

二
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
時

①
源
泉
徴
収
票
（
給
与
支
払
報
告
書
）
の
作

成
②
厚
生
年
金
保
険
（
被
保
険
者
資
格
取
得
届
）

の
作
成

③
健
康
保
険
（
被
保
険
者
資
格
取
得
届
）
の

作
成

④
雇
用
保
険
（
被
保
険
者
資
格
取
得
届
）
の

作
成

三
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
書
類

　

○
社
会
保
障
分
野

　
（
例
）
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
被

保
険
者
資
格
取
得
・
喪
失
届
・
国
民
年

金
第
３
号
被
保
険
者
関
係
届　

等

　

○
税
分
野

　
（
例
）
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
・
給
与

支
払
報
告
書
・
報
酬
、
料
金
、
契
約
金

及
び
賞
金
の
支
払
い
調
書　

等

　
四
．
個
人
番
号
の
利
用
分
野

　

個
人
番
号
は
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ

た
行
政
手
続
き
に
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
①
社
会
保
障
（
年

金
・
労
働
・
医
療
・
福
祉
）
②
税　

③
災
害

対
策　

④
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る

事
務
で
の
み
利
用
さ
れ
ま
す
。
法
人
番
号
の

利
用
に
は
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

【
注
意
点
】

　

事
業
者
が
注
意
す
べ
き
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
本
人
確
認

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
い
て
は
「
本

人
確
認
」
が
大
変
重
要
で
す
。
本
人
確

認
は
運
転
免
許
証
等
で
必
ず
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

②
利
用
・
提
供

　
　

事
業
者
は
「
税
と
社
会
保
障
」
の
手
続

き
書
類
に
、
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
記
載
し
利
用
目
的
以
外
の
利
用
・

提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
保
管
・
破
棄

　
　

必
要
が
あ
る
場
合
だ
け
保
管
が
可
能
。

必
要
が
な
く
な
っ
た
ら
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

④
安
全
管
理
措
置

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
個
人
情
報
の
漏

え
い
等
を
防
止
す
る
た
め
担
当
者
を
明

確
に
し
て
、
担
当
者
以
外
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
り
扱
い
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　【
法
律
上
の
規
制
に
つ
い
て
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
扱
う
事
業
者
に
、
個
人
情
報
保
護
法
よ
り

も
厳
し
い
保
護
措
置
を
求
め
て
い
ま
す
。
適

切
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
場
合
は
、
第
三

者
機
関
で
あ
る
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

の
監
督
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
個
人
情
報

が
故
意
に
漏
え
い
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事

業
者
に
対
す
る
罰
則
も
あ
り
ま
す
が
、
過
失

で
の
情
報
漏
え
い
で
あ
っ
て
も
、
民
事
上
の

責
任
や
企
業
と
し
て
の
信
頼
低
下
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】

○
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
と
は

　

マ
イ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
行
政
機
関
が
個
人

番
号
の
付
い
た
自
分
の
情
報
を
、
い
つ
、
ど

こ
と
や
り
取
り
し
た
の
か
確
認
で
き
る
ほ

か
、
行
政
機
関
が
保
有
す
る
、
自
分
に
関
す

る
情
報
や
行
政
機
関
か
ら
自
分
に
対
し
て
の

必
要
な
お
知
ら
せ
情
報
等
を
、
自
分
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確
認
で
き
る

ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

○
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

　

マ
イ
ポ
ー
タ
ル
で
は
、
次
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
、
平
成
二
十
九
年
一
月
以
降
順
次
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

①
国
や
自
治
体
な
ど
の
間
の
特
定
個
人
情
報

の
や
り
と
り
の
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と

②
自
治
体
な
ど
が
保
有
す
る
、
自
分
の
特
定

個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と

③
自
治
体
な
ど
か
ら
、
予
防
接
種
や
年
金
、

介
護
な
ど
の
各
種
お
知
ら
せ
を
受
け
取

る
こ
と

④
引
っ
越
し
な
ど
の
際
の
、
官
民
横
断
的
な

手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

⑤
納
税
や
社
会
保
障
な
ど
の
決
済
を
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
電
子
的
に
行
う
こ

と　
　

等

始
ま
り
ま
す
！

始
ま
り
ま
す
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

消
費
税
転
嫁
対
策
事
業

県
連
統
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　税
理
士

　村
上

　実
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　

県
内
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
で
三
十

年
勤
め
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
糧

に
今
年
二
月
、
夫
婦
で
㈱

フ
ィ
ッ
ツ
を
設
立
。
お
客
様
の

経
営
戦
略
ま
で
踏
み
込
ん
で
、

共
に
課
題
に
向
か
い
、
解
決
策

を
形
に
す
る
『
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー

タ
ー
』
に
な
り
た
い
と
い
う
想

い
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
社
は
、
入
居
者
募
集
第
一

回
選
考
で
合
格
し
た
、
エ
フ
ピ

コRim

福
山
（
福
山
市
も
の

づ
く
り
交
流
館
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
）
七
階
で
、
現
在
は
、
大
企
業
の

Ｉ
Ｔ
化
を
手
掛
け
て
き
た
二
名
の
若
手
従
業
員
と

も
に
、
夫
婦
で
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
井
さ
ん
は
、「
昨
今
、
大
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
は

か
な
り
進
ん
で
お
り
、
莫
大
な
投
資
が
出
来
な
い

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｔ
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
し
づ
ら
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

弊
社
は
、
大
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
を
手
掛
け
て
き
た
人

材
で
、
経
験
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
企
業
の

規
模
に
応
じ
て
、
提
案
（
シ
ス
テ
ム
開
発
）
か
ら

導
入
・
保
守
ま
で
、
一
貫
し
た
Ｉ
Ｔ
化
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
命
と
考
え
、
結
果
と
し

て
お
客
様
の
売
上
・
利
益
の
向
上
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
温
厚
な
人
柄
が
、
と
て

も
良
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
方
の
相
談
も
受
け
て
お
り
、
月

三
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
好
評
だ
そ
う
で
す
。
お

客
様
に
「
ま
ず
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
さ
ん
へ
相
談
し
て

み
よ
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
『
ベ
ス
ト
サ

ポ
ー
タ
ー
』
の
存
在
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
お
役

に
た
て
る
会
社
に
し
た
い
と
、
ご
夫
婦
で
笑
み
を

浮
か
べ
ら
れ
ま
し
た
。

地域の宝となる会社をつくってみませんか！
～平成26年度創業塾受講生は今…～

　

二
十
歳
で
料
理
人
の
世
界
に

入
り
、
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
の

有
名
店
で
修
業
の
の
ち
、
東
京

ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
店
の
料
理

長
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
の
二
号
店
の
シ
ェ
フ
や
、

表
参
道
の『
そ
ば
カ
フ
ェ
』の
立

ち
上
げ
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
十

数
年
間
腕
を
磨
か
れ
、
食
に
も
っ

と
向
き
合
え
る
環
境
を
求
め
、

海
や
山
が
豊
か
な
、
故
郷
福
山

の
内
海
町
へ
妻
子
と
移
住
し
、

昨
年
七
月
にzono kitchen

を
オ
ー
プ
ン
。
ク
レ
セ
ン
ト
ビ
ー
チ
を
望
む
『
う

つ
み
海
の
駅
』
に
あ
る
お
店
に
は
、
田
島
の
漁
師

さ
ん
か
ら
毎
朝
あ
が
る
活
魚
や
、
地
元
生
産
者
の

野
菜
な
ど
、
季
節
を
彩
る
鮮
度
抜
群
の
食
材
が
並

び
ま
す
。

　
「
調
理
に
よ
る
劇
的
な
旨
味
の
追
加
は
あ
り
ま

せ
ん
。
材
料
選
び
も
料
理
の
う
ち
で
す
か
ら
」
と

化
学
調
味
料
を
一
切
使
わ
ず
、
そ
の
日
だ
け
の
こ

だ
わ
り
料
理
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
長
年
住
ん
で
い
る
内
海
の
人
も
気
づ
い
て
い

な
い
魅
力
が
、
こ
の
町
に
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
か
ら
、
食
で
人
を
繋
け
る
発
信
を
し
た
い
。

料
理
人
は
食
材
あ
っ
て
の
職
業
。
食
材
を
通
じ
て
、

生
産
者
や
島
で
暮
ら
す
人
、
お
客
様
と
繋
が
り
、

将
来
子
供
た
ち
が
福
山
を
離
れ
た
と
き
、
地
元
の

旨
い
物
を
思
い
出
し
、
自
慢
で
き
る
記
憶
を
残
し

て
あ
げ
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

想
い
を
叶
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
地
で
、

こ
の
店
な
ら
食
べ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
目
標
に
し
な
が
ら
、
旨
味
を

最
大
限
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
炭
火
を
駆
使
し
て

出
て
く
る
料
理
に
、
今
日
も
店
内
は
賑
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。

解
決
策
を
形
に
す
る

一
貫
し
た
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

㈱
フ
ィ
ッ
ツ

代
表
取
締
役
　
原
井 

佳
雄 

氏

天
元
・
地
元
の
恵
み
を

未
来
へ
繋
げ
る
食
発
信

zono kitchen

〜
魚
と
き
ど
き
肉
〜

代
表
　
原
薗 

和
也 

氏

㈱フィッツ
住所：福山市西町一丁目 1 番 1 号
TEL/FAX：084-959-3001　http://kkfits.jp

zono kitchen/ 魚ときどき肉
住所：福山市内海町ハ -340-7
TEL：084-986-3866
※ ディナーは要予約
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広島支店法人営業部

広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談等支援事業
(最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理相談コーナー

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山

頑

張
る
企
業
を 

　
　
　
し
ま
す
！

応
援

～
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用
事
例
～

○
事
業
者
　
㈲
い
づ
み
旅
館
　

岩
本
隆
清　

社
長
の
声

〈
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
〉

　

今
回
の
持
続
化
補
助
金
は
、
店
舗
改
装
を
考
え

て
い
た
時
で
も
あ
り
、
改
修
を
決
断
す
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
町
内
は
、
火
力
発

電
所
工
事
関
係
者
が
増
え
て
、
店
舗
（
食
堂
）
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
売
上
増
加
に
繋

が
り
ま
し
た
。

〈
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
〉

　

店
舗
が
と
て
も
明
る
く
景
観
も
よ
く
な
っ
た
た

め
、
工
事
関
係
者
が
減
少
し
て
も
、
一
般
客
の
利

用
見
込
み
の
増
加
が
期
待
で
き
、
今
後
の
顧
客
確

保
が
十
分
期
待
出
来
る
。

　

今
後
は
こ
れ
を
機
に
、
照
明
等
の
交
換
や
壁
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
も
行
い
、
今
ま
で
以
上
に
顧
客

満
足
度
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
商
工
会
の
支
援
担
当
者
か
ら

　
（
大
崎
上
島
町
商
工
会

　

経
営
指
導
員　

大
元
三
幸　

※
当
時
）

　

本
補
助
金
の
取
組
み
は
、
い
づ
み
旅
館
へ
の
巡

回
時
に
、「
老
朽
化
し
た
食
堂
空
間
を
、
お
客
様

に
と
っ
て
少
し
で
も
よ
り
良
い
空
間
に
変
え
て
、

お
も
て
な
し
を
し
た
い
」
と
い
う
事
業
ニ
ー
ズ
を
、

釣
り
名
人
で
料
理
人
で
も
あ
る
ご
主
人
と
、
細
や

か
な
と
こ
ろ
に
気
を
利
か
せ
る
女
将
さ
ん
か
ら
聞

い
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
地
域
は
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
、
火
力
発
電

所
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
工
事
関
係
者
の
宿
泊

需
要
が
高
ま
る
中
で
、
申
請
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

○
事
業
者
　
㈱
ア
イ
・
デ
ジ
ッ
ト

代
表
取
締
役　

吉
氏
秀
樹　

社
長
の
声

〈
持
続
化
補
助
金
事
業
の
概
要
〉

　
「
一
番
身
近
で
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
会
社
を
目
指
す
」
た
め
に
、
仕
事
場
を

自
宅
二
階
の
居
間
か
ら
、
寝
具
店
だ
っ
た
一
階
店

舗
に
移
動
し
、
相
談
や
機
器
販
売
が
行
え
る
よ
う

改
装
し
て
、
事
業
に
相
応
し
い
店
舗
と
し
ま
し
た
。

〈
応
募
の
経
緯
〉

　

平
成
二
十
四
年
に
創
業
し
た
当
社
は
、
パ
ソ
コ

ン
設
定
の
請
負
や
企
業
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
販
売
を

中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
年
々
増
え
て
い
る

地
元
か
ら
の
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
ど
う
に
か
地

元
向
け
の
事
業
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術

を
強
み
に
、
地
域
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
商
工
会
よ
り
持
続
化
補
助
金
の
案
内
が

あ
り
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
事
業
の
効
果
〉

　

店
舗
改
装
や
、
看
板
に
よ
る
事
業
周
知
の
結
果
、

当
社
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
が
増

加
し
ま
し
た
。
店
舗
利
用
者
の
多
く
が
中
高
年
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
な
ど
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で

な
く
、
故
障
し
た
機
材
の
修
理
が
多
く
あ
り
、
改

め
て
商
圏
内
で
の
総
合
的
な
パ
ソ
コ
ン
ニ
ー
ズ
が

あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
ま
し
た
。

○
商
工
会
の
支
援
担
当
者
か
ら

（
上
下
町
商
工
会　

経
営
指
導
員　

井
上
憲
）

　

法
人
成
り
後
、
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
強
み
に
、
大
手
の
請
負
か
ら
、

直
接
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
、
ま
た
技
術
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
中
古
機
器
の
販
売
や
修
理
等
へ
と
事

業
展
開
し
、
事
業
拡
大
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
事
業
展
開
を
後
押
し
出
来
る
、
本

補
助
金
の
利
用
を
薦
め
ま
し
た
。

請
負
か
ら
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
を
直
接
地
元
ユ
ー
ザ
ー
へ

㈱
ア
イ
・
デ
ジ
ッ
ト

店
内
改
装
で
宿
泊
客
と
一
般
客
の
ニ
ー
ズ
取
込

㈲
い
づ
み
旅
館

㈲いづみ旅館
住所 ： 豊田郡大崎上島町東野 3113
業種 ： 旅館業

㈱アイ ・ デジット
住所 ： 府中市上下町上下 1004-3
業種 ： 技術サービス （PC サポート）
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

　

七
月
十
五
日
㈬
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
に
て
『
第
二
十
二
回
商
工
会

青
年
部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
県
内
各
地
域
の

厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
五
名
の
代
表

が
、
青
年
部
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
思
い

を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、

芸
北
地
域
代
表
の
竹
本
浩
さ
ん
。

　

広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
の
直
前
部
長

を
務
め
た
竹
本
さ
ん
は
、
部
長
に
な
る
こ

と
へ
の
葛
藤
な
ど
、
部
員
と
の
関
わ
り
の

中
で
感
じ
た
想
い
を
話
し
、
ま
た
、
昨
年

八
月
に
起
き
た
土
砂
災
害
の
復
旧
に
尽
力

し
た
青
年
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
の

意
を
述
べ
、
多
く
の
聴
衆
の
共
感
を
集
め

ま
し
た
。

　

　

審
査
委
員
長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
広

告
局
の
宮
田
俊
範
担
当
局
長
か
ら
の
講
評

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
特
に
レ
ベ
ル
の
高

か
っ
た
今
大
会
で
、
竹
本
さ
ん
は
「
全
国

大
会
も
狙
え
る
レ
ベ
ル
」
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
九
月
に
徳
島
県
で
開
催
さ
れ

た
『
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
大
会
』
に
広
島
県
代
表
と
し

て
臨
み
、
そ
こ
で
も
見
事
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
、
全
国
大
会
出
場
と
い
う
十
二
年
振

り
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
晴
れ
て
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
な
っ
た
竹
本

さ
ん
は
、
十
一
月
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　　

晴
天
に

恵
ま
れ
た

九
月
四
日

㈮
、
県
女

性
連
の
井

上
文
江
会

長
と
五
人

の
副
会
長

は
平
和
記

念
公
園
を

訪
れ
、
原

爆
の
子
の

像
に
、
中
四
国
各
県
の
商
工
会
女
性
部
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

る
た
め
、
折
鶴
の
奉
納
に
続
い
て
、
慰
霊

碑
へ
の
献
花
も
行
い
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
、
平
和
へ
の
願
い
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
の
大
切
な
取
り

組
み
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

十
月
二
十
三
日
㈮
、
広
島
県
立
総
合
体

育
館
小
ア
リ
ー
ナ
に
て
、『
県
女
性
連
親

善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
広
島
県
大
会
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
運
動
を
通
し
て
交

流
・
親
睦
を
図
る
と
同
時
に
、
女
性
部
員

の
健
康
増
進
も
目
的
と
し
た
こ
の
大
会

〜
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
る

　
　
　
　熱
い
想
い
を
披
露
〜

県
青
連
主
張
発
表
大
会

県
青
連
主
張
発
表
大
会

県
女
性
連
原
爆
の
子
の
像
に

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業

県
女
性
連
原
爆
の
子
の
像
に

千
羽
鶴
を
捧
げ
る
事
業

〜
千
羽
鶴
に
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
〜

〜
女
性
た
ち
の
熱
い
戦
い
が
今
年
も
開
幕
〜

県
女
性
連
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
広
島
県
大
会

県
女
性
連
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
広
島
県
大
会
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も
、
今
年
で
三
十
回
目
。
い
つ
も
に
増
し

て
白
熱
す
る
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

声
援
や
掛
け
声
が
響
く
中
、
賑
や
か
に
大

会
が
進
み
ま
し
た
。

　

熱
戦
を
制
し
優
勝
し
た
の
は
、本
大
会
・

シ
ニ
ア
大
会
と
も
世
羅
町
商
工
会
女
性

部
。見
事
な
ダ
ブ
ル
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

節
目
の
大
会
と
な
っ
た
今
回
、
新
し
い

試
み
と
し
て
、
す
べ
て
の
参
加
チ
ー
ム
に

“
美
し
く
な
っ
た
で
賞
”
“
若
返
っ
た
で

賞
”
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
が
贈
ら
れ
る

な
か
、
会
長
特
別
賞
と
し
て
、
審
判
員
が

選
出
し
た
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
熊
野
町 

面
追
由
貴
さ

ん
・
大
崎
上
島
町 

森
川
文
代
さ
ん
・
世
羅

町 

沖
冷
子
さ
ん
）の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
選
手
や
応
援
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、笑
顔
で
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
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